
MORC理事懇談意見交換会議事録
開催日時：令和4年７月３１日　15時～17時40分
出席者：赤石（はまかぜ）、飯島（ヒポクラテス）、田村（デカンター）、

木村、佐藤敬、佐藤哲哉、橘内、石塚、乾
熊谷、斉藤、松木、今村
高橋（ジャンポール）、岩間・遠藤（はまらいん）、
伊藤（KOKIES）、伊藤（はまかぜ）
ファクトリーマリン 舘石

欠席Y23艇：もんてるな、PINO、ホヤボーイ
開催場所：　MORC事務所２階

【乾】前回7月10日に会議を開催した際に、Y23オーナーの方々から直接お話を
伺いたいという提案があったため本日お集まりいただいた。また、本日ファク
トリーマリンの舘石さんが、ご出席されてこれまでの経緯についてご説明いた
だけるとのことです。これまで話し合いを重ねる中で、埋まらない溝があり、
溝が埋まらない状況事態に至る疑問点が残っているので、Y23活動開始経緯、
Y23活動趣旨を最初に舘石さんにご説明いただきたいと思います。
【舘石】Y23活動がどうやって始まったか、私の思い、希望をお話ししたいと
思います。仙台セーリング、親子ヨット、Y23活動を全て同じ目的で始めまし
た。以前小浜はヨットの数も減って、夏のシーズンの日曜日でさえ、人が1人も
来ない寂しい状況があり、その状況がしばらく続きました。誰も来なくなり
ヨットも無くなるのではないかと思う時期がありました。その時にその状況を
食い止めるため、それらの活動を考えました。私は18歳から小浜にいて、22歳
の時にMORCに入りました。いままで40年間MORCと小浜のためにいろいろな
ことをしてきました。
Y23に関しては、最初3-4艇集めて色々な方に、1000円という安さでヨットに乗
せて、ヨット人口の底辺拡大のためやってきました。以前ヨットに乗っていた
人が大人になると始めづらい、興味を持っている人に声をかけて始めました。
これらは本来MORCがすべき事業ですから、MORCに艇を持って頂いたりする
お願いもしていました。しかし、MORCにはお金が無くて維持管理ができない
ということで、当時使っていない桟橋、それは、BもAもC桟橋も含めて空いて
いる所を使い、また小浜のメンバーの方の上架の邪魔にならない場所で、船台
も吊具もクレーン車も全て自前でやるから、ただでそれをやらせてもらうとい
うことで、当時の執行部から許可をもらって始めました。本来この活動は
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MORCがやるべき社会貢献、青少年育成、ヨット人口の拡大を私が代わりにや
り始めたと思っていました。親子ヨットも昨日は９家族30人参加、社会人の
ディンギーヨットの受け皿としての仙台セーリングも全て同じです。Y23の艇を
どんどん増やしたいけれど、私ではお金が無くて艇数も持ちきれませんでし
た。この活動を理解していただけるそれぞれの方にお願いしてオーナーになっ
て頂きました。
この活動は普通のヨットのオーナーとは全く別物で、お金を出してもらうがワ
ンデザインとしてヨットを使うので、オーナーが船を触ってはダメ、荷物を積
んではダメ、艤装してはダメ、オーナーが自分で使わない時には無条件無料で
艇をレンタルに出さなければならない、そしてぶつけられてもオーナーが責任
を取るという、お金だけ出させられて、他人に使われても自分で好き勝手でき
ないという内容で始まりました。これは一般社団法人MORCがやるべきことだ
と思うが、それができないということで各理解あるオーナーにお願いしてやっ
てきました。これは、いまや全国的に認められている活動です。そしてある意
味、今のY23オーナーは私の被害者です。船を好き勝手に買わされて、整備セー
ルにお金を払わせられて、だからオーナーが好き勝手楽しんでいるという、船
の持ち方ではありません。小浜でヨットに乗る人を増やしたい、全日本クラス
の大会を開きたい、全日本マッチレースの舞台にしたい、小浜をヨットのメッ
カにするという大きな夢を持って、皆で活動をしています。それが昨年から現
実のものになってきています。それもMORCの協力なしにはできません。です
から、今後も空いている隙間を利用させていただきたい。その代わりにMORC

として公益性のある事業を私たちはやっていきたいと思っています。
現在も今日もですが。マイレース派の学生とか一般の方々が次々と乗りに来て
います。これは補助金が貰えるような素晴らしい活動だと思っています。皆さ
んはお金も払わず係留したり上架したりして怒っているのだと思います。上架
に関する我々の目的は３つであり、レースの度に船底の状態を均一にする、重
量計で計り艇の重量を同じにする、マストのリギンのテンションを同じにする
事の３つです。それぞれのオーナーが好き勝手に艤装したいということができ
ることでは無い。普通のヨットオーナーとは全然違う可哀想な条件の下で、公
益性や公共性を持つヨットの入り口として門戸を広くして今でも活動していま
す。この活動は、MORCとしてやらなければならない公益性のある事業である
とご理解いただきたい。もし、そうでなければ、MORCは只のマリーナ経営だ
けになり、電気水道の使用、場所の使用、要害の民間マリーナのように利益追
求でそれぞれの艇にメーターを付けて高い置き場代プラス高い電気水道料を請
求するだけの法人になります。小浜を宮城県から借りているが、公益性が無
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く、他の法人から小浜を乗っ取られてしまう悲惨な将来が見えます。要害のパ
シフィックマリーン、塩釡のくろしお、そういうところは直接港湾事務所とや
り取りをしている。よほど、MORCより彼らの方が信用されています。
MORCが小浜でやっていられるのも、公益性があるいろいろな事業を少しは
やっているからであり、それを出来なくなるようにはしないでください。
私としては、Y23のオーナーに対し、艇の代金、整備セール代、保険代など多
額の費用を持ってもらっています。これ以上費用負担をさせたくない。MORC

として公益活動をしているつもりなので、MORCにはそれをバックアップして
頂きたいと思う。親子ヨットも今年の予算26万円位かかるが、MORCから10万
円しか出せないと言われ、足が出た分は全て私が持っています。あと、小浜の
テンダーも、小浜のテンダーではレスキュー艇には全然ならないので、私のボー
ト3艇を出してレスキュー艇に使っています。勿論それは全て私の自腹です。そ
こまでして、MORCの公共性のことについて、公益性のことについて頑張って
きました。私はMORCを世間に広める活動を、以前からジュニアヨット、志津
川自然の家のヨット教室、近所の漁師さんと仲良くなるための小浜祭り、社会
人のための仙台セーリング、親子ヨット、トレッキーカップなどをやってきま
した。それと同じでY23のこの活動も、それと同じMORCでいうところの海事
思想の普及活動です。なので、今まで通り使っていない場所、空いている場
所、皆さんが上架で使っていない時に空いている所、そういう所を今まで通
り、MORCのバックアップとして無料で使わせていただきたいと思っていま
す。以上これが、私が今までずっとやってきた内容で私の小浜に対する思いで
す。以上これでご検討よろしくお願い申しあげます。 

【乾】舘石さん、有難うございました。今、舘石さんからあらためてY23活動
の経緯、それ以外のこれまで努力されてきた事についてご説明いただきまし
た。皆様から、会議に参加いただいた舘石さんにお聞きになりたいことがござ
いましたらお願いいたします。
【乾】最初に、MORCにはお金が無かったということが、大きな今回のように
進んでしまって、その中でY23のオーナーになって頂いた方々に負担をかけて
しまっている、それからなによりファクトリーマリンの舘石さんには色々な面
で自腹を切って時間を割いていただき、MORCの存在そのものがちゃんと確保
されるような海事思想の普及に貢献して頂いてきたというご説明を頂いたと思
います。それで、Y23のとても良い方向に進んでいる中で、Y23を本来MORCが
確保した上で、この活動に進むことができるだけの最初の資金的余裕があれ
ば、MORCの所有するY23としての活動としてスタートすることができれば、
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会員の方の理解に疑問が出ることも全く無く、進めていけたのかと思います
が、その辺り、舘石さんいかがでしょうか？　
【舘石】勿論、仰る通りです。皆さんには１艇40万円から80万円というヤマハ
の船を買っていただき、セールも30万円位しますし、そういうのを皆さんに
買って頂いています。トータルすると1000万円とかになってしまうので、それ
をMORCで全て持って貸すというのは不可能と思います。
【乾】ここの桟橋をMORCが作る時点でMORCには作るだけのお金は無かった
と思う。お金は無かったが、赤石先生にも銀行に借金をしていただき、桟橋建
設にあたっての一時的な借入金として出して頂く方の援助もあり建設ができ
た。かなりの高額のものを皆の力で知恵を絞ったことで桟橋を建設できたと思
う。そうであれば、今MORCにお金が無くても、Y23にかかっている費用を
MORCが工面して、MORCのものとして改めて再スタートを切る事で、Y23活動
のこの勢いを止めないで、活動を前進させながら会員の方の疑問点を払拭する
ことは可能でしょうか？
【舘石】それは理想だと思います。
【乾】そうであれば、今仰って頂いた1000万円の工面ができれば、そういった
ことに移行することも可能でしょうか？
【舘石】理想だと思いますが、それだけではすまないで毎年どんどんお金がか
かってきます。
【乾】その毎年かかるお金についてですが、一方で今の舘石さんの活動がどん
どん広がる中で、全国的にも有名になり、ここでY23を楽しみたいと方がどん
どん増えていると思う。ここでY23を楽しむ時に、その楽しむための対価を
払っても良いという方もいらっしゃると思う。ですから当然毎年、かかる費用
はY23の活動をしていく中で、費用がかかるのは避けられない事であるが、一
方でそれを楽しみたい方々からその対価となるものを頂くことによって毎年の
負担を、やはり楽しむ人もここに来て何も支払わず無料で楽しんで帰るのでは
無く、幾許かのお金をお支払い頂く中で、この活動を維持していくことが必要
ではないかと思う。
【赤石】理事長として申し上げます。まず、桟橋A,Cの構成、作りに関しては、
ほぼアクシデントだったのです。古い方はお分かりだと思うが、突然どうする
という話が降ってきて、今でも皆さんの係留費及び当時出して下さった方々
へ、お金を返している状況です。その状況で、確かに理想的には乾先生の仰っ
た通りですが、それをまたやれるかと言うと、私は理事長として現時点では無
理だと思う。
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【乾】初年度の大きな借金は、毎年少しずつ減っていって、後何年か経てば、
まるっきり無くなる所まで順調に減って来ている。
【赤石】ただ、井上馨氏の契約がある。
【乾】それはおいておいて、そのアクシデントが無ければ、順調に毎年ここに
船を泊めている方の今の現状の係留費で借金を少しづつ減らせている。借入金
の総額は毎年減っているのは間違いのない事実だと思う。ですから、この状態
を維持できれば、MORCは先程舘石さんが言われたような、マリーナ経営のた
めだけの法人ではないわけだから、桟橋の借入金も済めば、Y23の一括購入費
用も今後全くできない話ではないと思う。
【赤石】できない話ではないと思うが、現状のことが終わってから
【乾】それを終わってから出ないとスタート出来ないのか、並行して資金の確
保ができれば始めることはできないものでしょうか？　
【佐藤敬】いつまた東日本なみの津波が来るか判らないので、その議論は大事
だと思うが、借金をみな返してから、それを考えませんか？
【橘内】経理を一緒にやっている立場からすると、借金を返したら終わりでは
無く、基本的に寿命があるものなので、１億で作ったものであれば、その間に
次の時の頭金にできるように5000万円ほど積み立てておく必要がある。本来は
減価償却を積み立ててやるべきものであるが、現状は減価償却費は借入金返済
と修理費に化けている。　
【乾】次に別の観点からですが、Y23オーナーの方々は無料で船を置けるから
Y23を購入したと仰る方もいらっしゃいます。
【舘石】全員そうです。
【乾】全員に舘石さんから、ここで船を無料で置けるというのは、無料で係留
できると購入者の方に仰られたのでしょうか？　
【舘石】大体、そういう意味です。
【乾】小浜に船を置いているオーナーは、小浜フリート運営に必要となる電気
水道諸々の費用などの捻出のため小浜運営管理費を皆年間5万円支払いをしてい
る。Y23オーナーの方々は、船を無料で置くと言うのは、船を無料で係留する
だけではなく、ここで活動するにあたり、小浜運営管理費のような費用負担が
あるとは、考えていらっしゃらなかったように思いますが。
【舘石】そうですね。
【乾】岩間さん、ここで、船を置かれる時に無料というのは、Y23を購入すれ
ば、その後の年間の費用は全く無いというように認識されて活動を始められた
という解釈で良いでしょうか？
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【岩間】そうです。そもそも、小浜フリートという団体があることは当時知ら
なかったです。MORCの皆さんに我々は貢献するという意味があることは解っ
ていた。最初、MORCの皆さんに歓迎してもらっていると思っていた。そこは
凄い勘違いだったみたいです。MORCの会員になろうということで、私も会員
になりました。確か船を買った年度に会員になりました。トイレの使用、事務
所の利用に関して、レースについてはその都度参加費をMORCに支払っていた
ので、それでクリアされていると思っていた。
【舘石】普通のオーナーではなく、無理矢理持たせられている方に、MORCの
事業をしてもらいたいということが根底にあるので、小浜運営管理費、係留費
はMORCのバックアップでやって頂くという認識で皆さんに説明した。
【乾】Y23のオーナーの方々には、年間の経費全て無料という話をされる中
で、MORC理事長の赤石先生、副理事長の鈴木先生、監事の飯島先生にも同じ
話をされたのでしょうか？
【舘石】しました。
【会場のどなたか】変な話やな
【乾】ということは、赤石理事長もご理解されて承認されて始まったというこ
とで良いでしょうか？
【赤石】承認しました。理事長としてでは無く、ボランティアとして承諾しま
した。
【乾】承認されたことを、MORCの会員の方にご説明されたでしょうか？
【赤石】私からは しておりません。ただ、そのようにしたいということは投稿
したことはあります。
【乾】理事会でその話は出ていましたか？
【赤石】理事会では、その活動を支援すると言うことになっていて、全国各地
から選手を集めてグランプリを開催するということになっていた。
【乾】グランプリの前に、Y23活動をこのような内容で始めることについて、
赤石先生がY23を購入される時には、係留費だけでなく小浜運営管理費も無償
になるという条件をご理解されてY23を購入されたのでしょうか？
【赤石】それは、そのように説明されましたので。理事長というよりは、個人
でそのようにしました。
【乾】小浜運営管理費を払わない船が存在するということを、赤石理事長の決
済で決められたということでしょうか？
【飯島】それは、ちょっとおかしいではないか？　理事長としての態度と、一
オーナーとしての立場を、Y23のオーナーになる時に、理事長として判断したの
ですか という言い方は混同だと思います。私も監事という立場ではなくて、変
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則的なY23艇の全責任はファクトリーマリンですよ、艇はいじってはいけませ
んよ、でも貴方は何十万か出して下さい、艇のオーナとして保険料など支払っ
て下さい、本来ならばMORCの活動を盛り上げるためのMORCの活動の一環な
のだから、当面は無償で活動して盛り上げましょうというように舘石さんから
話を受けてY23を購入した。ともかく、私が監事だから、なんとかしなければ
いけないとかという立場とは全く別のことであり、分けて考えてください。先
ほどの、A桟橋、C桟橋の償還の問題も、経緯を知らない方が多くいるので、そ
れとは別にMORCが舘石さんが言うように、本来ならばMORCが所有して、西
宮や英虞湾のように、ハーバーが管理して持っている形を舘石さんはイメージ
して、MORCに財力あるいはマンパワーの面で十分に管理出来ないとすれば、
ファクトリーマリンが というふうに考えて、話を持ちかけられたのでは無いか
と個人的に理解している。　　
【乾】それは、Y23に参加されている方々のグループの中での共通のお考えで
あったと思います。
【飯島】理事会でその話をしたかについては、非常に怪しいと思う。
【乾】Y23活動に参加されていない方々は、その辺りの説明に関して認識はい
かがでしたか？　皆さん、これらの状況があったことを知らされていなかった
ので、どうしても違和感が拭えなかったのでは？
【松木】その通りです。以前赤石先生がホームページ掲示板にこういうことを
やりたいと書かれた時に私は吠えました。誰が勝手に係留して勝手に使って良
いのかと言いました。その後、1年以上誰もそのことに全く回答してくれなかっ
た。前回の話し合いの時に、初めて実は舘石さんからタダで置けるよ、その置
けるというのも陸に置くのか海に置くのか、ここを使って良いというのも紙切
れが何も無い、ようは舘石さんが良かれと思って勝手にしたわけだが、良い悪
いではなく、やり方が個人的すぎると思う。良い悪いでは無いです。活動が悪
いとは一言も言っておりません。ただそれは、会員にはそこは説明した方が、
誤解が無かった。それだけです。　
【赤石】松木さん、私は最後に貴方に掲示板で一回だけ交信しました。その時
貴方は対案を出すと言われ、そのから1年以上経っていますが、総会も何度か
開催しましたが対案というのはありませんでした。
【松木】出していません。
【赤石】私は個人的に待っていました。
【松木】先日、B桟橋を25m延ばすという話があった。B桟橋をY23が使用する
のは個人的に良いと思っている。延ばすのも、災害を考えると怖いという強度
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的な部分があるが、延ばすのも良いが、200万円もお金をかけてまで、Y23レー
スのためにするのは
【赤石】200万円は、オーナーが弁済することになっている。
【松木】それも不思議で、レースをしたり浮桟橋を作る200万円を支払えるの
に、年間5万円を支払えないというのは不思議でしょうがない。これは、皆の
施設です。やはり舘石さん、申し訳ないが買ってもらったという言い方をする
が、全員好きで買った人はいないのですか？
【舘石】半分好きで
【松木】自分から好きで
【舘石】皆さん、小浜の運営管理費については、そういう使用目的のために払っ
ていない。だけどここを使うために正会員になってねとお願いして、正会員に
なってもらっている。私が活動を始めた時に、いろいろな方に話をした。松木
さんにも船の購入をもちかけたことがある。個人的にいろいろな方に話をし
た。
【松木】前の会議でも出たが、MORCが持てば何も問題なかっただけでは？
【舘石】それが一番理想です。
【松木】それが出来ないから個人にお願いした。その時点で、個人オーナーだ
と思う。
【舘石】半分お願いして、半分好きで入ってきた。船を普通のオーナーのよう
に触ることができない、いろいろな縛りがある、自分の船に乗れない、オー
ナーという名前があるが自分のものではない。ということがあるために、小浜
運営管理費などは払っていない。本来MORCがやるべき姿と思い動いている、
それは、今やっている親子ヨットとか、その他のいろいろな活動と一緒であ
る。
【乾】小浜運営管理費５万円を40艇の方にお支払いいただくと200万円になる
が、そのうちの50万円はMORCへの上納金である。MORCにはお金が無いとい
う理由で小浜のオーナーは小浜運営管理費の何割かはMORCに差し出される構
造になっている。MORCにお金がちゃんとあり、MORCがそれなりのお金を集
めることができれば、小浜運営管理費も今の５万円では無く、以前の35000円
とか、もっと安くできると思われる。今ここでヨットを楽しんでおられる方々
の中に、平等では無い、不公平では無いかということが、疑問が沸々と湧いて
くる原因となっているので、不公平感の元となっているのは、行き着く所、お
金の支払いをしてる人していない人、同じようにここでヨットを楽しんでいる
にも関わらず、お金を払っている時と払わない人がいることによる不平等につ
きると思う。
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---------------------------------------------------------------------
（ここから先、話が遮られたため、発言しようとしていた内容を記載します。
会議では話していません。）
これまで、“MORCにはお金が無いから余裕のあると考えられる小浜フリート艇
係留者には、少し拠出をお願いしますね”ということに、誰からも異論不満は
無かったと思います。MORCにお金が無いことを理解し、皆さん拠出に同意し
て下さっていたと思います。皆同じくセーリングを楽しむ仲間ですが、どこの
誰かもわからない方まで、Y23を利用することで、小浜に来て無料で楽しむ方
がいることについて、疑問が出るのは仕方ないと思います。人は絶対値には無
関心ですが、相対値には無関心でいられなくなる生き物と思います。寂しかっ
た小浜が活気付き、しかも全国的なヨットのメッカになろうとしている今、
せっかくの大事な活動が、お金の不公平という単純なことで足踏みしないよ
う、整理していただきたいと思います。舘石さんから、これまで総額1000万円
もかかったとお話しいただきましたが、10艇購入で500万円、5年間の活動で
500万円とすれば年間100万円、１艇あたり年間10万円であり、これをこれまで
Y23を楽しまれた方のご負担分と考えれば、MORCが準備すべきは10艇500万円
の工面で済むと考えられる。純粋にヨット普及の奉仕活動だけの活動している
のではなく、皆ヨットを楽しみながら海事思想普及貢献されているので、受益
者負担の観点も飛ばさずに考えていただきたい。
桟橋建設時に一時金拠出に応じた方への返済もそろそろ実施すべきであり、実
施可能と考える。その方々への返済を実質保留、返済延期となる形で、桟橋目
的からY23目的に借り換えをお願いすることで、新たに起債をする形をとらな
くても500万の工面が可能ではないか？　　以上をお話しさせて頂くつもりで
おりました。
ここから議事録に戻ります。
--------------------------------------------------------------------
【佐藤哲】今日何を議論しているのか全く解らない。アジェンダが無い。何を
議論するかという目次がない。ここは、皆で船を持っている方がここで泊地を
維持しているという寄合いです。皆仲間です。堅苦しい話では無く、私はこれ
まで個人的にも理事としても舘石さんの取組みを一生懸命応援してきました。
一方で1994年に船を手に入れてから25年、一生懸命小浜のために、ここにア
セーナを泊めるために努力してきた。今皆何のためにいるかといえば、ここに
皆船を泊めたい人なんです。船を持ちたい、船を持つためにはどこかに安全に
船を泊めなければならない。そのために小浜に泊めさせてもらった。小浜に泊
めるためには、宮城外洋帆走協会の会員になるというルールに則りやってき
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た。お金も最初は艇１feet1000円で25feetだったので、25000円だった。しかし
今はあのように立派なポンツーンになり、年間20万円を支払っている。だから
条件もどんどん変わってきている。何がやりたいかと言えば、自分が一番情熱
を注いでいるのは、アセーナという船をここに置きたい、安全に持ちたいとい
うことです。それだけの問題です。なのでMORCというのは実際には、小浜フ
リートと言うのは、ここで皆で、船を置くための寄合いだと思う。だけどこの
前、黄川田さんが話してくれたように、宮城県がどけと言ったら、どかないと
いけないので、先人の方々が宮城外洋帆走協会という法人を作って、公に認め
られてここから退かなくても良いように、要は実体的にはオーナーのここに船
を泊めたいだけの人の集団であるが、皮を被ったものである。約款には公共に
資するものだと記載されている。我々は頑張って船を持っているだけであるが
公共に資するにはどうしたら良いかと言う事で、体験帆走とかヨット教室と
か、舘石さんがやっている子供ヨットをしている。お金が少ないかもしれない
が、それらをする原資は何かというとそれは我々オーナーの会費なんです。そ
の会費を何に使っているかというと、泊地維持、建物の維持に皆でお金を払っ
ている。誰が使っている誰が使っていないではなく、単純に今の自分の船を泊
めるために、皆でお金を払いながらやっている。ルールはまずMORCに会員登
録しましょう、艇登録を最初に１万円、年に一回艇登録１万円、最近のルール
では小浜に５万円皆で出資しようとしてやっている。トイレ、シャワー、駐車
場、電気代から何から何までそのお金でやっている。なので、ここに船を泊め
たいという人が来たら、我々理事会がどこに泊めるかあそこの泊地はなんぼな
んでということで泊めてもらっている。なので、Y23のオーナーが我々と同じ
ように今の話をすれば良いだけである。その上で、約款にあるように、ここの
泊地を追い出されたくないので、体験帆走しようかという我々の力の範囲で
やっている。Y23の人たちもその上で、すごく立派なことを仰っているので、い
ろいろ公共に資することをしたいのであれば、Y23の人たちの中でやり方を考
えてやれば良い。その一つとして船を貸すとか、アセーナを貸すのは難しいが
Y23の方がそれを出来るのなら、そういう手法で公共に資すれば良い。だけれ
ども、Y23の費用を我々に払えというのは違う話と思う。我々はここにヨット
を置きたいだけの集団である。社会に資するために投資しろという集団ではな
い。出来る範囲のことはして、これで県がダメだと言うなら、出て行くしか仕
方がないだけの話である。だから順番が逆である。皆が自分がY23のオーナだ
と思うなら、小浜フリートに加入してちゃんとルールに則り加入すれば良い。
その上で理事なり、常任委員になって、今の費用が高いから今のルールを変え
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ようと議論すれば良いのではないか？　それなのに、そもそも組織にも所属し
ないでこの金はなんだと言うのは
【赤石】ちょっと、修正して良いですか？　MORCには所属してもらっていま
す。
【佐藤哲】いや、艇登録、小浜フリートというこの場所は、場所単位で皆で、
どこからがどうだって言うのは難しい。駐車場からここの場所からポンツーま
であるので、それらを皆でどうのこうのではなくて、
【赤石】ちょっと、修正して良いですか？　この建物があるから県は認可して
くれているのです。ここを無線局として届け出ている事が、我々がここにいる
ための条件になっています。
【佐藤哲】それは、我々がここを出ていけと言われないための方策であって、
枝葉末節の話をしているわけではない。
【赤石】これは我々がここに存在するための条件なのです。2階の無線局もそう
だし。
【佐藤哲】それも、皆がお金を出している。皆の会費でやっている。
【赤石】MORCの会費で維持している。
【佐藤敬】Y23の方が、ここに船を置きたい。どうしたら良いですか？と言う
ところから始まっている。
【佐藤哲】だからルールに則って入れば良い。
【佐藤敬】公平に我々と同じような小浜管理運営費とか、登録料を出して、小
浜のルールに乗っかってくださいというのがこれまでの意見です。その通りだ
と思いますので、Y23の方々には、ここに船を置きたいのであれば、その条件
を飲めますか？飲んでもらえませんか？ということだと思います。
【佐藤哲】飲めますかではなくて、ここに船を置きたければ登録しろっていう
ことです。　
【佐藤敬】同じ条件で、やってください。 

【高橋】１点変なのは、Y23の今の艇数を考えると泊地が無いということで
す。そもそもキャパが無いのだから、
【佐藤哲】泊地の問題は後問題。ここに泊めたいのであれば、理事会なり
【高橋】個人的にそのオーナーでY23のアプローチをすればその通りです。今
の経緯でここまで来ている訳だから集団で泊地が無いわけだから
【佐藤哲】艇代表者会議での皆の意見としては、まず加入しろ、泊地が無い分
は今から検討しようということで、皆さんが考えているB桟橋の延長を前向き
に考えています。泊地とちゃんと登録してねというのは、別に考えてほしい。
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まずは登録したら良いのでは？　我々の仲間に入りたいのであれば、泊地の問
題は難しいから、すぐに決まらないから契約して
【佐藤敬】加入しましたが、泊地ありません、泊めれませんということになら
ないですか？
【佐藤哲】あそこに延長する案を受け入れて、具体的に細かいところをどうす
るかという話をしているわけじゃないですか。同時に検討しています。
【佐藤敬】同時に延長することを考えることで
【佐藤哲】あそこに延長する案が、今濃厚な訳です。ただ、分担など詰めましょ
うねというだけの話です。
【乾】今の佐藤哲哉さんのお話は、順番の問題で、ここのY23の貢献をするか
らこれこれの条件を全部云々ではなく、順番が逆で無いですか？ということを
整理するために仰って頂いたと言う解釈でよろしいですか？
【佐藤哲】まあ、そうです。前回の会議で田村さんに、話した時にそのような
議論になって、これをY23の方々にしっかり説明してくださいねということで
会議が終わった。
【佐藤敬】Y23の人たちには、他の方々と同じ条件で入って頂くということで
すね。
【佐藤哲】そういうことです。
【佐藤敬】それでどうですかということだけ
【佐藤哲】それだけです。
【乾】それで、前回話が終わったところ、岩間さんからメールを頂いたのです
が、やっぱり基本的にY23のオーナーは、ここにタダで泊められるからという
条件があったから船を買ったということを主張されています。金額は別とし
て、前回そのように一緒に小浜運営管理費をお支払い頂けるということで、了
解していただき話が終わっていたが、実際には今日会議にお越しいただくにあ
たり、岩間さんからはそれは契約があった、契約があったから船を買った、ホ
ヤボーイも、“購入条件と違うのは納得できず、筋を通しているのでY23クラブ
には不参加としている”と教えられました。ですから、ホヤボーイも今後小浜で
活動される意思がある中で、Y23クラブには参加しないと言うお考えなのか、
まるっきり小浜から離れるお考えなのか判らないので、田村さんにはメールで
問い合わせを致しました。結局話が戻ってしまうのは、なかなかY23を購入さ
れた方々の間に、なんで小浜運営管理費など言ってくるのだという疑問が解消
されていないと思う。
【岩間】我々は、お金を全然払わないとは言っていない。1艇あたり３万円と
言う根拠はある。お金を支払わないとは一言も言っていない。小浜フリートに
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入らないと、ここにヨットを置けないという話をされるが、それは本当なのか
ということが私の大きな質問である。
【乾】今のご質問については、先ほど佐藤哲哉さんが仰られたように、スター
トラインを一緒に始めませんかということが一つの回答になるのではないかと
思う。
【遠藤】我々そこは認識していなかったので、タダということが前提で、口約
束であっても契約は契約であり、そう言う経緯があって、皆さんご理解いただ
けていなかったかもしれないが、そういう１−2年があって溝ができて、誤解を
招いて不快な思いをさせてしまったというのが、我々当事者になってしまって
いることがあって、これではいかんというのがY23のオーナーメンバーが、これ
は最初の話とは違うけれど、小浜の方とこんなこといつまでもやっている場合
じゃないというのが、我々の方向性です。その中で、細かい理屈をつけた費
用、ゼロと言われていたものに対し、理屈をメンバーに納得してもらわなけれ
ばいけないので、そこで出てきたのが３万円です。それは、数字的には理屈が
つくだろうな、でも、それでも思いは入りなさいという話を頂いた以上は、
我々もやらざるを得ないと思っています。それが、５万なのか４万なのか３万
なのかは置いておいて、個人的には５万と言われればそれでも構わないと思っ
ています。ごちゃごちゃやりたくないから。匿名のメールが来たり面倒臭い。
そういう話は止めましょうと言うのが我々の思いで、順番は確かに理屈から話
をしているので、それは話の筋としては違うなというのは、メンバーの人も
思っていた。今この場で舘石さんに、時系列できちっと話して頂いて、ご理解
いただいていない人も、ご存じなかった方も一定程度ご理解いただけたと思
う。そんな経緯があってここまで来ている。我々の思いとしては、貢献したい
し、ヨットも楽しいし、皆さんと仲良くやっていきたいというのが根底として
あるので、仲間に入れというのであれば、そこは金額は別として、やりますと
いうのが我々の意志で良いんですよね、田村さん。
【今村】単純に考えてクラブは皆で運営している訳ですよね。全員で。そうで
あれば、ヨットがここあって、MORCの設備を使っているのであれば、船の大
きい小さい関係なく、全部平等です。40feetの船も23feetの船も。Y23がこれだ
け払えるとどうのこうのということではなく、今のルールに則ってまず通常の
ルールで入っていただいて、その後に泊地がどうこう佐藤哲哉さんが仰られた
ように議論するのは如何ですか？  

【佐藤敬】今村さんが仰る通り、小浜の方々と同じ条件でまずはどうですか？
という問いかけと、以前、佐藤哲哉さんが言われたように、皆泊められる場所
が欲しいから、ここに集まってきている。Y23の方も同じだと思う。なので、B

桟橋を延長して、少なくとも延長した分6艇を置く、設置費用はY23で持つの
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で、それだけは認めましょうとか、置けるという前提がないと、皆さんと同じ
５万円で良いのか悪いのかと言う判断をY23の方々に求められないのでは？
【佐藤哲】伝わっていないかもしれないが、前回の打ち合わせでは、ここのちょ
こっとある桟橋を向こうに皆さんの出資で桟橋を延長することで良いのでは？
【田村】そこの議論に入る前に、まずは前提条件として今ある小浜のルールに
則って入らない限り、その議論にもならないと聞いた。
【佐藤哲】それはそうです。
【松木】実務的に延ばすのは可能だが、安全性はどうなの、どのように設置し
たら良いのか？　今後の議論だよね、具体的に。
【飯島】今日の話は、MORCが泊地を管理するだけの団体なのか、定款にある
ように社団法人としての目的に沿った活動をするのかという、その活動の幅を
きちっと定義しなければいけないと思う。それを定款に沿ってファクトリーマ
リンがY23の活動を始めた。全額無償で当然との論理で、それは１メンバーと
して私も納得して活動を続けていた。ただ、そういう中でY23がMORCの傘下
でMORCが管理運営するのではなく、結局はY23が独自の活動をしていくので
あれば、細則ですが、MORCの会員になって艇登録をするのと、団体登録する
のがちゃんと記載されています。団体はそれなりの人数に応じて払う料金はそ
の都度検討するという附則がついています。Y23というのは先ほども話したよ
うに、船検をとっている船がない船も、全くディンギーであるとすると、Y23

もMORCの原則に則れというと、Y23の半分くらいはMORCに船検が無いため
に登録できない。外洋帆走艇ではなくディンギーである。ですから、我々は話
があった時に何回か団体、要するにY23のクラブとして登録させてくださいと
いう話を、MORCの理事会に議題ではなかったが話題として出しています。
今、原則に則れという話しをされるのでこれまでずるずる来てしまった。それ
には、Y23側にも問題があった。確かにきちんと体制を整えて、きちっと登録
申請を出して、理事会で審議していただいて、そして最終的には総会にかける
という手順があるはずなので、そういう手順を踏まなかったのは、Y23の問題
でもある。総括をしている舘石さんの論理と、小浜の艇代表者の方の意見も含
めて、それなりの加盟の艇登録、年会費については皆さんと同じ額を払いま
しょうと言っている訳で、小浜管理運営費支払いに問題がある訳で、それは、
ディンギーであったり、あるいは外洋帆走の船検をとっている船の集団であっ
て、オーナーが入れ替わったり、あるいは、借艇をして、船をたまたま使って
いるという人達の集団だから、それはクラブとして入会させていただけません
か、そして小浜の運営に関する費用については、舘石さんは舘石さんの立場が
あるけれど、それなりにクラブとして払いますがどうですか？という提案をし
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ています。にもかかわらず、我々が今までやってきたのと同じような1艇毎の、
加盟費、運営費、小浜管理運営費を全部払ってから出ないと土俵に乗せないと
言われてしまうと、それは定款にそったMORCの目標、社会的役割を評価し
て、ある程度話し合いの土俵の中で何がどうなっているのか、細かいことを門
前払いではなく話し合いをしないと話が先に進まないのではというのが私の考
えです。
【佐藤哲】今、二つのことが言われました。まず、外洋艇として登録されてい
ない、これは自滅の発言だと思いますが、宮城外洋帆走協会は、ここに船を泊
めるためには艇の登録をしないといけないのですが、艇登録するためには船検
証の添付が必要です。なので今の話を自分で言ってしまうと、船検証を持って
いない船は宮城外洋帆走協会に登録できなくなってしまいます。　
【飯島】団体登録というものがあって、学生たちがいた時に、グループとして
加盟していたわけなので、そのような道があっても良いのではと考えた。
【乾】飯島先生からお話いただいた中に、海自思想を広める活動を本来MORC

がしていく中で、ファクトリーマリンの方で、率先していただいて始めて頂い
たという経緯があったことがありました。これは、本来MORCが率先してする
べきであったはずのものが、なかなか進まない状況を見て、舘石さんがこれで
はなんともならないと考え実施され、全国各地からヨット愛好者がここ小浜に
集まるようになってきている。ただ、今後も、舘石さんにおんぶに抱っこで何
から何までお膳立てしてもらいレースを開催するのか、それとも設立される
Y23クラブがMORCにぶら下がるのであれば、その運営を担うのか、確認が必
要と感じている。飯島先生は、今後Y23クラブが主体となって運営していくと
いう考えについていかがでしょうか？
【飯島】MORCが直接手を出さなくても、MORCの活動として、ファクトリー
マリンに運営委託するということも可能では。
費用は一切MORCは持ちません。ただ、ファクトリーマリンにお願いします。
ファクトリーマリンの中で、Y23クラブがどうなるのかいろんなやり方があ
る。今Y23のグループとしては、MORCに加盟したいと言う形で原案を作って、
田村さんから申請書を理事会に提出したという状況である。その事に対し、理
事会で必ずしも理解が得られなかった、では実際の艇代表者の意見を聞きま
しょうというのがこの場です。我々としては、創始者であるファクトリーマリ
ンの立場、私は１オーナーとしての変則的なY23のオーナーとしての理解と今の
活動、具体的には長いこと私もTORC（東北外洋帆走協会）の時代から関わっ
てきているので、具体的には母体そのものが泊地管理ではあるのだが、社団法
人それなりの存在意義を港湾にも県庁にも理解してもらい、定款に沿った活動
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をきちんとやっていますよという報告をしてきたからです。泊地を上手くやっ
てきたからではない。
【佐藤哲】Y23クラブが公共に資するMORCの約款の何に役立っているか文書
で示して欲しい。
【乾】これだけY23活動が拡大してヨットが普及しているという事実があると
思います。
【佐藤敬】Y23の方が泊地を求めて、泊めるところが欲しい、そのためにはど
うしたら良いか、そこが第一優先だと思う。クルーザーの方々からは、小浜と
同じ費用を公平にまず払うという案が出ています。それをY23の方がどう考え
るのか。Y23の方からすると、当然泊地を求めてここに来た訳だから、泊地に
関して再度確認するが、B桟橋の先に延長する25m分は、Y23の方々で費用負担
をして設置する、そこに置く分だけは、６艇置けるみたいだが、無償で置けま
すよという前提で、クルーザーの方と同じ費用負担をするかどうか決めてくだ
さい。飯島先生は、船検が無い船は登録できないと仰ったが、グループを作れ
ば対応可能であれば、わざわざ組織に拘ることはない。小浜フリートの隣に同
列にY23クラブを作れば良いだけである。費用は小浜フリートの方々と同じ費
用、会費とか艇登録料も支払うということでどうでしょうか？　
【乾】今のB桟橋の向こうに、皆様が準備されているY桟橋を延長してどうする
かについては、前回の会議でも話し合いがあった。その中で、話が前進しな
かった理由、逆に言うとこれさえクリアできれば簡単に話が纏まるのではない
かと思っているのは、皆さんのお金で設置されたY桟橋に、B桟橋から渡れるよ
うに設置して、皆さんが設置したY桟橋に6艇を無料で係留するのは、何も問題
ないと考えている。ただし、それを条件にB桟橋に２艇を無償で置かせろとい
うのは違うと思う。そこをセットで提案されると、そこから話が進まない。例
えば、２艇をD桟橋に置くというのは可能でしょうか？　
【舘石】良いと思います。
【乾】D桟橋に２艇を置かせて頂けるのであれば、Y桟橋に６艇置いていただ
き、それで解決すると思うが。
【今村】この前、強度が問題になりました。
【舘石】今のB桟橋は二つの浮桟橋がつながった構造になっていて、その間にY

桟橋を設置する予定である。
【乾】延長ではないのですか？　私が先ほど、B桟橋からY桟橋に渡れるような
設置と言ったのは、物理的に結合しないで設置が可能かどうかです。
【舘石】それは無理です。
【乾】そうであれば、どうしてもB桟橋に負荷がかかると思う。
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【舘石】今までもそうですが、B桟橋壊れたら、Y23の方で全部補修して直すと
いう話
【乾】B桟橋が壊れたら、それはMORCとの相談というのが田村代表のこれま
での説明であった。皆が心配しているのは、台風が来てB桟橋に負荷がかかれ
ば、B桟橋がもげてしまうのではないか？　その時の負担が、結局MORCとの
相談であれば、B桟橋にY桟橋を延長するのは大丈夫ですよと言い難いというの
が、これまでの中央桟橋の例を挙げて難しいと皆さん言われている。2657

【岩間】B桟橋にY桟橋を繋ぐ繋がないに関わらず、台風で壊れた時に所有者た
るMORC、MORCが所有者じゃないですか
【乾】そこで、MORCに寄贈するから、MORCがその後の負担面でのことを
【岩間】我々が作ったY桟橋は、MORCに寄贈しますので
【乾】だから、寄贈を受けるかどうかは別の話です。
【岩間】我々の提案ですが、Y桟橋を寄贈しますから、代わりに２艇B桟橋に置
かしてくださいというのが、我々の考えである。
【乾】寄贈というのが、元々の提案の根底にあります。
【岩間】この寄贈の話は最近出た話ではなく、所有権が我々に無いのに、丸ご
と貴方たちで負担しなさいというのは、これはちょっと契約として
【乾】そこの所有者をMORCにする、MORCに寄贈するから、B桟橋を無償で
使わせろという所が、そもそも話が合わなくなる原因である。まず、寄贈を受
ける受けないということと、もう一つ　木村総務にお聞きしたいのですが、こ
れまで中央桟橋というものがあった時には、その所属はMORCだったそうで
す。しかし、MORCが所有者となっている中央桟橋に大きなダメージがあった
場合の補修をMORCが担当するものでは無かった、という認識で
【木村】その通りです。各有志が出資をして中央桟橋を作ったのですが、形と
しては、MORCの財産にしてました。　
【舘石】中央泊地の件は、横浜でボートショーがあった時、中古の桟橋購入の
話があった。小浜の方に話をしたら、“良いね、良いね、欲しいね”ということ
で、850万円で購入した。しかし、購入して持ってきたら、誰も支払う人がいな
かった。その理由は、小浜港内が荒れることを皆知っていて、そこに桟橋をお
いても壊れるだろうと思い、誰もお金を払わなかった。困り果てていた時に安
積建設の安積社長が850万円全額出してくれた。そして設置して港湾事務所に
言ったら、絶対許可しませんと言われた。無理矢理設置した所、１週間も経た
ないうちに撤去命令が出た。港湾事務所の方にどうすれば良いか尋ねたら、と
にかく今すぐ撤去した上で、掛かる書類を出すように言われた。撤去後書類を

�17



出して許可を受けて再設置した。ところが、最初危ないから誰も置きたがらな
かった。しかし艇を置く人が出ると、その便利さで たちまち14艇で桟橋が埋
まった。その時は中央泊地会という人たちの持ち物だった。何年かしばらくそ
の状態が続いた後、MORCが寄越せと言ってきた。ここに艇を置くのであれ
ば、桟橋を全部MOECに寄越せと言った。金を全然払わないMORCが寄越せと
言った。今A桟橋が揉めている。MORCもお金を出していない中央泊地会から
獲った桟橋、井上さんも全然お金を出していない、我妻さんが亡くなったの
で、国の方で、こういう書類を出せば補助金あげるよと来た。その書類を出し
たら補助金が出た。井上さんもお金を出していない。お金出していない同士が
争っている。　
【木村】最終的には、小浜フリートの持ち物にした。それで皆頭割りで十何万
か出して、所有権は各艇ではなく、あくまでも小浜フリートの財産になった。
結論的には、あくまでも個人所有ではなくて、組織のMORC参加の小浜フリー
トの所有物であるとしていた。それと同じ扱いをY桟橋についても、適応して
は如何というのが私の意見だった。
【赤石】その時の修理代はどうだったのですか？
【木村】修理代は全部、中央泊地で持っていました。
【飯島】会計上は、個人がファクトリーマリンに払うのではなく、MORCに納
入し、MORCが支払うという形になっていました。個人が修理費を払っている
のではなくて、MORCが必要な経費を一旦請求してもらい、MORCが修理費を
集めて支払うという形になっていた。　
【乾】D桟橋はファクトリーマリンが設置されて、ファクトリーマリンの所有
物です。同じように、Y桟橋はY23クラブの方が費用負担されて設置され、Y23

クラブの方々がお使いになられ、それをわざわざMORCに寄贈されなくともそ
のままお使いされるのが一番すっきりすると思う。　
【田村】いろいろな意見があったが、結局自分達が自前で設置したものを、そ
れぞれの所有権を主張されたら困るということで、MORCに寄贈するというこ
と
【高橋】MORCが抱え込まないで、こちらの団体が管理するのが一番コストも
人もかからない。それをうまくやるため、我々の方でちゃんとした組織を作っ
て、監査も入れてということになるが、それをしないと寄贈みたいな話にな
る。
【乾】それができれば、Y23の方々はまず6艇そこに泊めることができます。そ
れからお金ももちろん無償です。ただ、管理は設置されたY23の方になる。
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できればB桟橋に負荷がかからないような設置は、舘石さん難しいですか？
【舘石】Y桟橋をB桟橋から離したら、余計壊れると思う。
【乾】Y桟橋をアンカーで固定し、B桟橋に固定せず、物理的に独立した設置に
するのはどうですか？
【舘石】そうすると、ぐしゃぐしゃに壊れると思います。
【乾】ぐしゃぐしゃに壊れるということは、Y桟橋は独立した設置が不可能と
いうことですか？
【舘石】不可能です。
【乾】独立した設置が不可能なY桟橋をB桟橋に結合すれば、B桟橋も一緒に壊
れてしまうというイメージがある。
【舘石】構造的にすっかり組まれる訳だから、そういうことではない。
【高橋】強固になるということ
【佐藤敬】分けた方がぐじゃぐじゃになる。
【乾】B桟橋の根元からグニュッとなった場合に、
【舘石】折れるというのが無いとは言いきれませんが、そうならないようなア
ンカーの打ち方が必要になる。
【乾】Y23の方々が、6艇係留する場所をまず今日この場で確保できれば、大分
進展できると思うが、後は小浜運営管理費の費用負担をどうするか、それも金
額だけの問題で、この前も３万円、４万円、５万円、どの金額で相談に持ち帰っ
てもらえないかと言う金額だけの問題だった。基本的に、その部分に反対意見
があったとは認識していなかった。
【松木】クルーザー側から言わせて頂くと、Y23の活動がダメなんて誰1人も
言っていない。ただ、せっかく一緒にここで遊ぶのだから、まずは同じ土俵に
乗りましょうよ、同じ小浜フリートの会員になって、やっぱり我々はこれだけ
しか使っていないから３万円にしてよというのは、次の議論である。それが駄
目だとは誰も言っていないし、ただやはりスタートは一緒の方が皆さんも楽だ
と思う。
【佐藤敬】小浜運営管理費に関する費用は同額として、私が試算したもので
は、全体の小浜運営管理費を５万円から４万円に値下げできそうです。Y23の
方々が加入してくれることで、確約するものではないが、そういう見込みがあ
ります。
【松木】僕らとしては、同じ土俵に乗って、ここに泊めましょうよ。許可も申
請もまだ何もしていないのでしょ？　港湾からOKでるかどうかまだ判らないで
しょ？

�19



【赤石】Y23の延長については、港湾に問い合わせをして了解をもらってい
る。
【木村】こう言う話があるので、港湾に書類を持って行った。漁協の内諾も得
ていることを伝えた。設置時期が決まったら再度訪問する予定となっていた。
【乾】まず、Y桟橋を延長していただいて、6艇をY23クラブの方々の手で設置
して頂き、皆さんが設置されたポンツーンには、当然設置者である皆さんが自
由に6艇分使われ一切費用は関係なし。ここで活動されるY23クラブの方々は、
一旦皆さんとスタートラインに入って頂いて、５万円で持ち帰っていただき、
後日お返事いただくということで。
【遠藤】Y桟橋の所有は
【乾、佐藤啓】Y23クラブ　　
【遠藤】Y23クラブ設立については？
【赤石】先ほど飯島先生が言われたので、船検をとるとらないと言う規則があ
るのなら
【飯島】あるんです。
【赤石】そういう規則があるのなら、クラブ加入していただくしか無いと思
う。クラブでまとめて、船検がある船も無い船も面倒見てもらうしか方法は無
いと思う。団体加盟ということで話を進めてよろしいか？　　
【佐藤哲】今日は全然、艇代表者会議のコメントに基づいた議論になっていな
い。艇代表者会議では、新しい団体というのはおかしいという意見が出てい
る。つまり、ここは場所として皆で小浜を使っているフリートでしょ。
【乾】それは、小浜フリートにぶら下がるかぶら下がらないかと言う観点から
の問題でしょうか？
【今村】クラブ設立の趣旨は解るが、それが本来のMORCの活動と全く違うも
のではなく、ほとんど一緒であれば、あえてY23クラブを作る必要はあるので
しょうか？　
【飯島】先ほどの説明のように、クラブでしないと、いろいろ借艇をするとか、
船検を取っていない船を、グループ活動しているのでグループとして加入させ
てくださいと説明をしたはずです。
【今村】船検どうのこうのではなく、ヨットがあって、ここを使っているとい
うのが
【飯島】規定があるんです。社団法人としての定款があって、それの細則にき
ちっとあるんです。それを規則を変えずに、こうだからああだからではないの
で、新しい形でグループとして加盟させてください、そういう規定もあります
よというので、クラブとしての加盟の申請を理事会に打診した訳ですよね？そ
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したら、いろいろな意見があって、艇代表者の意見もあるので、艇代表者の意
見を十分に聞きましょうということで、ここで３回の話し合いをしている。公
聴会的な意見を聞く場を開催してもらっている。我々が何もしなかった訳では
なく、かなり早いうちからクラブとして参加を希望するという打診はしてい
る。　
【遠藤】Y23クラブを作るか作らないかという問題ですよね。団体を作ること
は良いんですよね。
【乾】団体を作る前に、一つ整理しておきたいことは、Y23活動をしていく中
で、結局主体的には、ファクトリーマリンさんに全部お膳立てをしてもらっ
て、活動をしていくことは、今後も舘石さんがいろいろ皆さんの活動の面倒を
見ていかれるじゃないかと思うが
【佐藤敬】そては、将来の話なので、今ここで議論することではない。
【乾】何故、私がそこのところに拘るかというと、結局ファクトリーマリンさ
んがやっている事業としてやっていくのであれば、そもそも先ほどのY23クラ
ブを設立する意義のところに引っかかってくるのでは無いかと感じたのです。
【舘石】Y23の活動は、僕とかファクトリーマリンは関係無くて、MORCの本
来やるべき事業だということです。そして今でもやっています。
【佐藤哲】本来MORCがやるべき事業を舘石さんがやっているというのがおか
しなことである。
【舘石】ところが、親子ヨットもそうです。何年か前に私が、いろいろな有志
が集まって親子ヨットを始めた。MORCに認められたのは3年後からです。それ
まで2年は有志だけでやっていました。3年目からMORCが認めて、MORCの主
催になった。 

【佐藤哲】今まで、艇代表者会議も開催し皆の意見を聞いた。その時に団体を
新しく作らせて欲しいということに対しては、ここはあくまでも場所として、
皆で使って管理している所だから、新しい団体というのは変でしょ、ちゃんと
小浜の中に混じれば良いのではというのが、皆さんの意見としてあった。その
議事録が、今全然生かされていない。MORCとしてやるべきことは、しょぼい
かもしれないが、
【舘石】泊地に置くだけではないです。安全にアセーナを置きたい。そのため
には何をやるか。こういう事業をやらなければならない。
【佐藤哲】その前に皆がここに置きたいために泊地を運用している。だから、
ここの泊地に置きたければY23も加入すれば良い。その上で今、約款にある公
共に資する事業が足りないのであれば、入ってから、俺はこれをやります、と
言ってやれば良い。
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【舘石】皆がやらないから、誰もやらない、これまで何十年もそうです。誰も
やらない。それをやって、これくらいやっているのだから、“タダで置かしてく
れよ” という話です。
【佐藤哲】タダで置かして という話は、結局我々の会費で賄うことじゃないで
すか？　ここの事務所の利用とか、前から言っているように、あそこのポン
ツーンだけの話ではないですよ、陸上、事務所、ポンツーンいろんな所、皆で
賄ってやっているので、皆で賄うお金をちゃんと入って、皆で協同組合に入っ
てください。その上で “今やっている公共に資する事業しょぼいね、Y23でこれ
とこれを強化するからやらせろ” と言ってやればいいのでは。
【遠藤】それはやる。我々はもうこれ以上嫌だから入る。入るとなった時に、
Y桟橋どうするんですか？　誰の所有にするんですか？
【佐藤哲】それは、さっきの話で良い。
【遠藤】Y桟橋は誰の持ち物になるんですか？
【乾】Y桟橋はY23クラブのものです。
【遠藤】Y23クラブの設立は、NOなんでしょ？
【佐藤哲】小浜に入って、泊地はC桟橋でもA桟橋でもあり得る。ここに入りた
いと思えば、所定の登録を済ませ、本来空いている泊地に泊地委員が割り振
る。今、入れる泊地が無ければ、我々も考えなければならない。
【遠藤】登録はする、すると言っているが、延長した部分は誰のものになるん
ですか？　MORCは譲渡は受けない、いらないと言っている。
【赤石】MORCのものにしてくれと言ったのは、ここのハーバーの海面占有の
許可は、港湾ではMORCだけが窓口になってくれと言っている。それが、寄贈
の理由であるが、それは中央桟橋であったように、自主管理で構わない。た
だ、外を向いた時に、宮城県とか港湾に説明する時には、この水面は我々が管
理しておりますということになっています。
【佐藤哲】今、皆Y23で盛り上がっているが、どんどん衰退したらこの桟橋は
誰が管理するのだということもありうる。だから将来的に見れば、組織にしっ
かり属した方が良いとの意見もある。
【赤石】その場合、先ほど言ったように、船検を取っている取らないという問
題がある。規則にあるので、“船検とってない船はダメよ”みたいな規則がある
ので、それを解決するのにグループでやりましょう、というのが今日の話で
す。
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【乾】今、赤石先生が仰ったこと、Y桟橋帰属の問題、Y桟橋所有者としてクラ
ブが必要とか、論点がありましたが、逆に、Y23クラブ設立自体に異論は無い
との認識で良いでしょうか？　
【田村】Y23クラブ設立には誰も反対していない。どこにぶら下がるか？とい
う問題です。MORCの下なのか、小浜フリートの下なのか？　これまでの議論
を聞いていると、小浜のルールが現在あって、それに見合った金額を払いなさ
い。ところが、Y23クラブ単位での登録を認めるのか認めないのか、今のルー
ルを全部各艇が、1艇1艇今までのルールの通りに小浜の艇登録をしなければな
らないと言われていると思う。そうすると係留やらなにやらも、いろいろ問題
が出てくるでしょと言う不安がある。
【乾】それについては、以前佐藤敬さんと話したことがあるが、１艇1艇から
お金を集めるという以外に、クラブで纏めて集金してお支払いいただき、その
過程でクラブ内で沢山負担する方とそうで無い方がいても構わないのではとい
うことを話したことがある。
【佐藤敬】今話をしている議題の中で、MORCの定款に、船検のない船は登録
できないというのがある。それを回避するには、飯島先生が仰ったようにクラ
ブとして団体として登録すればそれは回避できます。だからどうでしょうかと
いう話が出ている。前回の艇代表者会議で、小浜の下にぶらさがらないといけ
ない理由はなんでしょうか？　たぶん、その時金銭的に公平ということと、
ごっちゃになったのでは無いかと自分ではそう考えている。
【松木】小浜フリートと同列にしたい訳でしょ？　
【佐藤敬】そうすると、団体を作れるので、定款を回避することができますよ
ね、という議論に今なっています。　
【松木】前回も言いましたが、まずはその前の話でしょ。皆さん会員になりま
しょうよ。そこからスタートしましょうよ、というただそれだけと思ってい
る。
【乾】そこは、今日の話でほぼ解決したと思います。
【松木】小浜フリート以外にクラブを作りたい理由はなんですか？　MORCの
下にぶら下がりたい理由はなんですか？
【佐藤敬】それは、今説明したとおり、定款上
【松木】では、定款変えれば良いんじゃ無いですか？
【飯島】総会を開かなければならない。総会で細則まで変えるには社員の同意
がなければだめです。
【佐藤敬】Y桟橋が、Y23が団体として認められれば、団体の持ち物であるとで
きる。そのためには団体を作りたい。
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【松木】作れば良いのでは。
【佐藤敬】あと、同列に。
【松木】同列？　同列がよくわからない。
【岩間、遠藤】なんで小浜に入らなければならないんですか？
【松木】階段を飛び越してやっているから、まずは一旦小浜に入ろうよ、そこ
からの議論でしょ？ 

【今村】費用的な面で、皆イーブンということであれば、特にどこの下かにつ
いては問題とは考えていない。
【遠藤】松木さんは、小浜の下に入れというお考えですね
【松木】違う、理由を聞きたいだけ。小浜フリートと同列の考え、今は
【遠藤】船検がない船は定款に抵触するので、このままの状態では定款に抵触
するので団体を作らねばならない。
【佐藤敬】作った方が良いんじゃないかということ。
【松木】今のここの定款が所謂JCIの登録がないと登録できませんよ、というだ
けでしょ。変えれば良いのでは？
【今村】フリートの管理委員会があり、規定があります。艇代表者会議でいろ
いろ決めるということになる。並列にした場合、その代表者会議と小浜フリー
トの方の意見が違う場合が出てきませんか？
【佐藤敬】代表者会議は、小浜の代表者の、もし例えばY23を同列においた
ら、その方々も含めて一緒に艇代表者会議ということにしたらどうですか？　
【橘内】観点が全然違うのですが、船検があることが必要というのは、たぶん
安全に対する担保を私たちが求めたのだと思う。基本的に船検はMUSTで、括
弧付きをつけるかどうかと言う話だと思います。
【乾】今日大体、スタートラインを一緒にして頂く、Y桟橋を設置し６艇泊め
て頂く、残りの２艇はD桟橋ということで良いですか？
【舘石】はい
【乾】それと、Y23クラブをまず設立して頂くというところまで、今日ご出席
頂いた方々のご理解ご意見はまとまったかと思います。
先ほどMORCにはお金が無いということがありました。MORCにはお金が無い
訳ですが、でもここで集まってきてヨットを楽しむ人達に対しての受益者負担
という観点からここで施設を使う人にもそれなりの費用負担を今後MORCで求
めることを、MORCの理事会で相談したいと考えています。というのは、前回
の7月の七海杯というのがあって、東北大学ヨット部から橘内さんに照会が来ま
したが、40人の方がここでヨットを楽しむにあたって、その費用負担をMORC

に対して、ここの事務所の使用、B桟橋使用、テントの貸出もろもろ引っくる
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めて、40人で１万円でという話が来ていました。でもやはり、MORCがお金が
無い中で、ここの施設を維持していく上で、受益者負担の観点からMORCも一
定のお金を皆さんから頂きながら、ここの施設運営をしていく必要があると思
います。　Y23クラブを設立されれば、Y23クラブも、先ほど年間の維持に非常
に多大なお金がかかるという説明を頂いたように、そこのY23クラブを設立さ
れたら、受益者負担の点を考えて頂き、赤字にならない、つまり、Y23クラブ
が設立された後は、MORCの一部門としての組織になる以上、収支報告が必要
になるはずです。つまり、Y23クラブが活動される中でかかる費用それから受
益者から頂いた費用がどうなっているか、収支を計算されてその収支報告を
MORCに提出されることが求められると思います。MORCにぶら下がるという
ことは、そういうことになると思います。　
【岩間】我々が理事会に提案した書類の中に、会則案を差し上げている。ちゃ
んと会計処理はします。ただ、七海杯とか、そういうレースの主催はY23クラ
ブではなく、東北大学のOBの団体なので、レースの中身まで我々関与できない
ので、そこはご理解いただきたい。小浜の設備を貸す貸さないは、MORCの判
断であり、我々の預かり知らぬことである。
【乾】ですからMORCは、Y23を使っていろいろな活動がなされる中で、
MORCはここに、来られる方に対してもMORCとしての費用負担を求めること
が、今後出てくると思う。理事会ではまだ何も決まっていません。
【佐藤敬】決まっていないですが、これからはMORCとしても、経済観念を
持って、頂くものはいただけるように、していきましょうという話になったと
思う。
【今村】Y23の方、オーナーの方はMORCの会員になられている訳ですよね、
クルーの方が、大体２−３名いらっしゃると思うが、その方々はどうなんです
か？
【岩間】クルーもMORCの会員になってくれということですか？
【今村】理想的にはそうですが、フレンドリー会員というのがあります。
【高橋】会員は正会員が中心で、フレンドリーはほとんどいないんです。安い
お金で家族の人でよく使う方には入ってくださいというものです。ところが、
あまりやっていないから、ほぼオーナーが正会員になるのがほとんどで、フレ
ンドリー会員を書いている船もいれば書いていない船もある。
【舘石】結構１艇あたり、複数の方が会員になっていると思う。
【赤石】クルーの方で会員の方もいる。例えば伊藤さんもクルーだが会員で
す。同じようなことでないでしょうか。
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【岩間】レンタルでたまたま来られた方に、会員になってくれというのです
か？
【今村】そんなことは言っていません。
【佐藤敬】フレンドリー会員を創設した本人です。クルーザーの方々にも、で
きればクルーの方々に正会員になって欲しいと思っていました。MORCの収入
は会費しかありません。だけど、それを義務付けるというのは止めましょう。
その代わり、2000円というフレンドリー会員を設定しました。義務ではありま
せん。皆さんにフレンドリー会員に登録していただいて、2000円をお支払いし
て頂けるとMORCとしては助かります、という趣旨です。それは、Y23だろう
が、クルーザーであろうが、同じ考えです。　
【舘石】MORCにはお金が無いんですから、正会員費を倍の２万円にしたほう
が手っ取り早いのでは？　2000円集めるより
【赤石】その会費の理由で、抜けられたんです。それで、前渡邊理事長がこれ
では不味いので、経済的理由でその額にした経緯があります。
【高橋】MORCがやっていることと、小浜フリートが前にやっていたことが重
なっている。二重構造になっている。すっきりして欲しいと思う。
【木村】会計処理上はきっちり分けています。
【高橋】分けているけれど、それを上手く、要するに艇登録料をとったら、石
巻から入ってこない、４艇くらいしかいない、すごくそこがジリ貧になってし
まう。　前向きに考えながら収入を潤沢にできるだけすることも非常に大事。
【赤石】是非理事になってその辺を解決してください。
【高橋】以前やりました。
【乾】艇代表者会議、前回の理事懇談会、本日の会議開催の理由は、理事会で
全て議決する前に、まずいろいろな方の意見をお聞きして、今後しこりが残ら
ないように意見を伺うステップが必要との判断で、今回まで３回の時間を頂い
た。今日、皆で同じスタートラインに入って頂くこと、Y桟橋を設置されてそ
こに６艇を無償で係留する、残りの２艇はD桟橋に係留する、Y23クラブを設
立する、そこまでについて理事会に諮るために皆さんにお集まりいただきまし
た。今日は議決の場ではなく意見を求める場でしたので、今日の皆様の話し合
いを参考にして、次回の理事会が開催されることになると思います。 

【田村】ここまでの話で曖昧と思われるところの確認をさせてください。
まずは、組織としてY23クラブが、小浜フリートの下に入るのではなく、
MORCの下にぶら下がる形ですね
【乾】そういう提案が理事会にでると思います。
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【田村】３月の総会で提案した時に、佐々木さんから小浜に入るように言われ
てびっくりした。そういう発想もあるのかと思った。でもまず皆さんの意見と
して、一応MORCの下にぶら下がる、報告の義務はあるが独立採算でというこ
とだが、次が問題かなと思っているのが、最初新しく桟橋を延長して６艇、プ
ラス２艇を泊めさせてもらうのでB桟橋の保守メンテをY23クラブで請け負うと
いうことだったが、その２艇が認められないということであれば、Y桟橋と
言ったら不味いかもしれないが、今から設置しようとしている部分については
Y23クラブでメンテをするけれど、そのB桟橋のメンテについては、Y23クラブ
ではない。ということになりますよね。 

【佐藤敬】壊れる原因がどっちになるかということを明らかに
【岩間】それは判断できるのでしょうか？
【乾】それが判断できないので、それでさっきの話になりますが、物理的に独
立した桟橋ができないものでしょうか？と質問させていただきました。
【田村】一番最初の提案としては、２艇を置かせてもらうから、B桟橋のメン
テもこちらでやりますという話だったのだが、それは今日は無くなったという
ことですね。
【乾】無しです。
【田村】寄贈もしないと。
【乾】無しです。Y23クラブの所有物として、Y23クラブの方々が自由にお使い
頂くということでよろしいですか。
【赤石】それは、内部の細則にさせていただきたい。このことは、港湾には言
えない。
【田村】例えば、自分達で金を出してC桟橋の方が、もう少しポンツーン長く
したいから、自前で設置して、そしてここの所有は私ですよってやられたら、
おかしいでしょというので、そういったものの認める認めない港湾関係のいろ
いろな法律に従って、そしてMORCでなければ認めないというので、寄贈しま
すという話だった。
【乾】それは、先ほど赤石先生からご説明頂いた部分ですね。 

【田村】あとは、個人に所有を主張されても良く無いべ というので、MORCに
寄贈という形
【乾】寄贈を受けてもY桟橋の保全について、MORCは財政的に一切関わるこ
とができませんということです。
【飯島】それに関しては、結局それを利用していた艇がその費用を按分して
MORCに納めて、MORCが支払う
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【乾】結局、お金がぐるっと回ってくるにしても、それはMORCがお金を工面
する部分はありませんよということになります。
【飯島】そういうことで、A桟橋もC桟橋も今まで対応してきました。
【乾】ですから、Y桟橋が壊れた時に、MORCの金庫からお金が出るというこ
とは、一切ありませんよということです。
【飯島】出入りはあるけれども、減ることはない。
【乾】減ることはありません。
【佐藤敬】蒸し返すようで済みませんが、Y桟橋は田村さんが言ったように、
個人のというか別団体の所有にするのではなく、寄贈してMORCの所有にして
もらって、但し壊れたらY23クラブで直してね ということ
【乾】はい、ということです。
【飯島】そうだと思うんです。
【乾】Y23クラブの方々が直すことで、MORCは
【飯島】桟橋利用者が負担する。原則A桟橋もC桟橋もそうでしょ。　
【佐藤敬】問題ないですか？
【岩間】A桟橋もC桟橋も、皆そうなんですか？
【飯島】A桟橋がこの前壊れた時は、その修理はファクトリーマリンがやっ
て、支払いはMORCから会計上は出ている。
【木村】桟橋会計から出ている。独立採算です。
【飯島】でもMORCの会計上に載っている。
【赤石】今、借金返す段階で、MIXできないんです。
【飯島】理事長としての、港湾から海面使用料を支払って、使用許可をもらっ
ているのはMORCなので、それ以外のものがそこに存在することに、ちょっと
【赤石】港湾は許さない。但し、井上さんはそれを破ろうとしている。
【飯島】そこが問題。
【田村】ということは、どっちなんですか。
【乾】帰属が、今の時点で誰のものなのかということは、どっちに転がっても
保全はY23クラブがされるということです。
【田村】まあ、良いんですけれど、せっかく皆さんいらっしゃっているから、
所有者を誰にするかは、すごく大きなところ
【乾】所有者が、どっちに転がってもMORCが壊れたY桟橋に対して、保全する
ためのお金を拠出することは一切ありませんということです。
【田村】まあ、良いんだけれど、結局最初の会議やらなにやらあるので、あく
までもそれは、内規的な扱いになってしまうので
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【橘内】内規でそこの桟橋の管理運営会を作れば良いんです。皆さんがメン
バーです。そうしないと、俺のものだと言われても困るので
【田村】C桟橋の皆さんの意見はどうですか？　心情的に面白くないというの
は出て来ないですか？　自分達で設置して自分達の所有だと言ったら、何か言
われかねないかと　
【佐藤敬】C桟橋でもそういうのがありなのかという考えは出ますよね？
【赤石】但し、売却しないで頂戴。
【高橋】そこは、先生内規で。先生もメンバーです。
【赤石】それが一番、ことなわけです。そのMORCに繋げる理由は。売られる
と困るわけです。それこそ、今やっているような裁判になっちゃうんだよ。　
【岩間】Y23クラブのメンバーに、厄介な人が入ってきちゃうと大変。
【遠藤】そこは、区分処理をかけて、共有ね。区分処理で共有。
【高橋】そこは内規でちゃんとでも良いじゃない。
【岩間】そこはそれなんですが、だから５万円の小浜フリートの費用負担を同
じだけ出してくださいということ、後、桟橋は寄贈させてくださいというのが
寄贈しろと言われて、なおかつ、費用負担までメンテナンスまでやりなさいと
いうのは、ちょっとなかなか厳しい。
【高橋】そういう意見もあるから
【乾】今、岩間さんが言われたことは、係留費と小浜運営管理費は全く別もの
であることを、まず改めて整理させてください。
【岩間】なんとなくそこは解ったんですけれど。　
【乾】係留費は、其々の桟橋でお金が違います。それとは別に小浜運営管理費
を皆様から頂戴しているので、Y桟橋は係留費ゼロです、それと小浜運営管理
費とは全く別の話です。　
【田村】どっちに転んでも良いように、理事会でそこは話を詰めるという感じ
ですね。
【乾】どっちに転んでも、Y桟橋は
【高橋】どっちの所有でも で良いんじゃないの。そのためにクラブを作るんだ
から。
【橘内】今、田村さんが言った議論は、MORCの中に入るということなんだけ
れど、MORCが受けれるかという問題で、外のクラブなのかというのと、外の
クラブということになると、クラブが承認するのは別でない訳ですよ、そこの
ところは今ペンディングなので、どういう組織であっても、とりあえず、MORC

とか小浜側の議論にある程度従ってくださいというのが今日じゃないかと思
う。今のは組織論的な意味で、事実上皆さんはちゃんと楽しめて小浜もある程
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度使って、という前提であれば、いろんな組織的な組み合わせは、まああんま
り拘らないね、と言って頂いた方が良い。
【不明】それは、ちょっと無理。話が飛んでいる。
【橘内】MORCに入れるか入れないかの大前提のところの発議があったんです
よ。
【遠藤】団体、認めるか認めないか
【橘内】MORCの船として、船検が無いとみたいな話があった訳で、だから、
そうすると、MORCの下だろうが小浜の下だろうがという議論は成立しないと
いう結論なんだよね。
【遠藤】いやいや、横と上下の話ですよ。
【橘内】いやいや、横と上下もない、別所帯を私たちも受け入れるということ
だから、小浜の下だとか、MORCの下だとかという議論は、もう今日は無く
なったという理解で良いのかな？
【赤石】理事会でそれは、最終的に討議しますから。　
【遠藤】MORCの中だよね
【田村】小浜フリートの傘下？
【乾】MORCの中に、Y23クラブができるということです。田村さん、他に何
かありますか？
【田村】新規艇登録料というのは、いままでfeet 1000円、Y23であれば１艇あ
たり23000円を団体として納める。
【乾】そこのルールは、一旦入って頂く時には、これまでのルールを全て適応
して頂きますよという認識でいました。　
【田村】金額の確認ですが、23000円と、年間の艇登録料10000円、あと小浜運
営管理費が50000円、ところが、ちょっと問題になってくるのが、上架に関して
なんです。例えば、上架のルールというのは、船台含めいろんな備品の使用を
含めの５万円となっていたようなんです。
【乾】上架の費用、クレーン代
【伊藤】上架は何も言ってないよ。
【高橋】小浜のルールに従って同じ条件で、やる時に支払いますで良いので
は？
【伊藤】何も問題無いのでは？
【田村】大きな船と同じじゃなきゃいけないのかというのもちょっと確認した
い。
【乾】上架については、作業を含めて、ファクトリーマリンの方で、上架の作
業をされて、消耗品であるスリングとか、そういった物もY23クラブの方で準
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備されるという観点からは、上架費はその部分については、かからないという
というのが私の認識ですが、その辺り詳しい佐藤さんから。
【佐藤哲】詳しく無いけど。敬ちゃん、今MORCの運用細則には、小浜の所属
艇は、一回上げるのに18000円、外来艇は23000円、それしかわかんない。
【乾】そこは、土地使用料としてなっているんですね。ですからそこは、かか
ると思います。  

【佐藤敬】上架料として頂いているのは、上架設備の使用料で、陸上の使用料
ではない。後クレーン代は、実費を
【佐藤哲】敬ちゃん、良くわかんないけど、小浜登録艇は18000円、小浜登録
艇以外は23000円。なんか勝手な解釈。
【佐藤敬】違う違う、それは、小浜の持ち物である船台とかスリングとかワイ
ヤーとか使う人は、そういうふうな支払いをして下さいね、ということです。
【佐藤哲】そんなこと、書いてあった？　俺は書いてあることしか解んないけ
ど。敬ちゃんは、行間を
【高橋】要綱の下の、こういうようにしますよ、ってありますよ。
【佐藤哲】そもそも、この船台とか使わない人は、お金かかんないですか？
【佐藤敬】使わなければね。
【佐藤哲】そうなんだ。俺、ここに上げるには、18000円かかると思っていま
した。
【高橋】私も、船台寄付してくれと言われて、MORCに船台寄付しました。
【田村】ちょっと心配しているのは、結局そのY23で艇の条件を合わせたりと
かいうと、年数回の上架がかかってくる、大会開催したら、オーナーが毎回毎
回18000円というのも非常に厳しいなという、スリングやら船台やら、スリング
は別だけど、船台はそれぞれ皆自分たちで準備してんだけど　
【佐藤哲】この前来たカタマランも、ここに停泊するのに1日6000円かかると
いうルールに沿って、単に1日6000円払うらしいです。なので、今のまずルール
があるわけです。なので、まずは今のルールだと思うんです。それが厳しいか
ら、どうのこうのと言うのは、入ってから皆で話合いましょう。だから別に一
回毎に18000円ではなくて、年18000円払えば良いんじゃないかと個人的には
思っている。なので、何をベースに議論しているのか。
【田村】具体的な提案事項に、そこも前回入っているので。50000円の中にね。
土地使用料的な意味合いなんだということで、こっちも提案させてもらってい
る。そこまで議論が及ばなかったので、後で上架料で問題になってもなと思っ
て。今いろんな意見をもらった方が良いと思って話した。　
【佐藤哲】提案というか、そもそも決まっているルールがあると思うんです。
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【遠藤】50000円の中にクレーン代も入っている？
【佐藤哲】入っていない。
【乾】Y23の方々が上架する時に使うのは土地だけだと思います。土地以外に
使うものはないので、それに相当する土地使用料をいくらか頂くと、そしたら
何も負担はかけないで
【佐藤敬】土地使用料は、所謂小浜管理運営費の50000円の中に入っています。
さっき言った上架料というのは、小浜の持ち物を、上架設備を使う使用料で
す。
【乾】そうすると、Y23の方々の船を定期的とか頻回に上げ下げしても、何も
費用の、これがあるから支払いなさい、払って下さいとお願いするべき根拠は
どこにも無いということですね。
【佐藤敬】はい
【乾】ということで、よろしいですか？　　
【赤石】ファクトリーマリンから、請求書がくる可能性はある訳ですね。
【遠藤】その都度来てますよ。
【舘石】クレーンの作業代は勿論でます。
【乾】MORCに関わる費用の根拠が無ければ、ゼロということになる。
【佐藤哲】上げ下げ代ね。
【遠藤】それは俺らも払っている。
【佐藤敬】上架料としてもらっているのは、小浜が持っている上架の設備、船
台、スリング、ワイヤー諸々の使用料、それをY23の方々が使わないのであれ
ば、それは請求することができない。
【佐藤哲】そう書いてあるならそうで良いのでは？
【乾】では、上架料無しということで。　
【木村】団体加入ということを、先ほど言われましたが、団体加入という項目
が見当たらないです。これを見ると全て有効な船検を有している船が加入条件
としてなので、団体加入の場合は、理事会でもう一回議論して団体加入を決め
てその上で総会に報告すると書いてあります。その手続きをする。
【木村】団体加入というのは項目があるんですね。
【高橋】ヨット部とか皆入っていました。
【乾】後、何か田村さん
【乾】他、皆様から確認しておきたいことございませんか？
【松木】Y23のヨットを見てて気になったこと、前回も話させてもらったが、
港は出船優先が絶対です。怒涛で入って来られると、出ていく船が待っている
ことが結構ありました。そこは、中には免許持っていない方もオーナーさんに
はいると思うけど、これから勉強すれば良いと思うんですが、個人的にはエン
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ジンはつけた方が良いんじゃないのかなと、安全強風になったり、海苔網が
入ってきたりするので、つけろということではなく、安全が一番だと思うので
そこは、お金がない人達ではないと思うので、できたら良いのかなと個人的に
は思います。舘石さんは、お金がかからないようにと同じ条件でというのがあ
るけれど、それでも安全が最優先なので考えて欲しいと思います。
【乾】小浜運営管理費を皆さんと同じで持ち帰っていただく訳ですが、それは
今年度分からでしょうか？それとも昨年度分からでしょうか？ 

【岩間】無理筋です。
【乾】前回の会議で議案になりましたが、去年の5月の総会で赤石理事長か
ら、Y23クラブ設立についてその時点で話が出ているので、そこから始めるべ
きではないかという話がございました。　
【岩間】契約というのは、申出と承認があって初めて成立するので、契約が無
いですから、それは無理筋だと思います。
【乾】契約が無い以上、それはできないと言うお考えですね。一方で、その今
回に至るまでの間、去年に限らず前からY23活動に対して疑問が出て来た時間
も結構長い時間
【岩間】長い時間かかったのは、それは我々のせいだけじゃ無いと思うので、
責任取れないです。気持ち的に、もやもや持って行き場がないのかもしれない
が、我々に持って来られても背負いきれないところがあるので。我々も相当皆
で、クラブの中で、嫌な思いもしながらあーでもないこーでもないと話をし
て、何とか皆さんの納得いただけるような形に持ってこようとやってきまし
た。
【乾】結論としては、今年度分からということでよろしいですか？
【赤石】理事会でもんで、総会で承認してからにして頂けないでしょうか？
【乾】総会で承認してからというと、総会で今年度分からということを議決に
なったら、今年度分からということですね。
【佐藤敬】月割りにしたら
【乾】そこを言われるかと思って、自分今年度分からですかと聞いたんですけ
れど。
【赤石】当然そうなると思う。
【乾】ただ、加入した時に、月割りをしているのですか？
【木村】桟橋の場合は月割りです。
【乾】MORCの加入費は年で、ですよね。
【赤石】会費はそれはしょうがない。会費や艇登録料はしょうがないと思いま
すが、こちら正式に認めてからというのが筋じゃないでしょうか？
【木村】考え方はそうですね。
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【乾】理事会でその辺りの議論が進むかと思います。他に皆様から何かござい
ませんか？
【田村】これからの決定のアプローチは、次は理事会をやって、その中で原案
を審議してもらって、その後臨時総会？
【乾】そうなると思いますが、赤石先生いかがですか？
【赤石】そうなると思います。
【乾】他になにか質問されたい方、ご指摘お持ちの方、いらっしゃいません
か？　斉藤さん何かありませんか？
【斉藤】ありません。
【乾】伊藤さん（KOKIES）いかがですか？
【伊藤】ありません。
【乾】では、皆さん今日は長時間にわたり有難うございました。
【全員】お疲れ様でした。
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